
グループホームエンゼルなかがわら(あじさい)

【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 

【評価機関概要（評価機関記入）】

○
○

○

○

○
○

○ ○

○

○

○ ○

○

評 価 結 果 概 要 表
【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 3893500060
職員は利用者を自分の家族と同じように温かく接し、喜怒哀楽を共に味わえるよう日々の生活を援助し
ている。利用者は自分で出来ることを確認し料理・掃除・洗濯など家事全般を職員とともに行っている。
職員は常に話し合い、利用者本位での支援・寄り添ったケア・グループホーム独自の理念に沿った援
助を行うよう心がけ、様々な習慣・行事を計画・実施している。９０代から６０代までの１８名が一緒に生活
することで教え学んだり、価値観・生活歴の違う方々を受け入れ理解しようとする姿が見られている。

法人名 社会福祉法人エンゼル

事業所名 ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑｴﾝｾﾞﾙなかがわら

所在地 愛媛県伊予郡松前町中川原１６８番地１（電話）０８９－９８４－７６６６

自己評価作成日 平成26年1月5日

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

●建物の２階フロアに２ユニットある造りで、２ヶ所ある天窓から自然光が入り明るい。居間には３つの
テーブルが配置され、又、テレビの周りには高さの違うソファーが配置されている。広い造りで押し車を
使用して移動する方もある。ベランダで洗たく物が干せるようになっており、田畑の風景が眺められる。
対面式の台所で、食事を作る音や匂いが近くで感じられる。日本人形やフランス人形が飾られており、
利用者の習字の作品を掲示してあった。
●毎月介護相談員の訪問があり、「午前中、体操等を行ってからお茶の時間を作る」「居間に観葉植物
を配置」「時には併設デイサービスの行事に参加する」等、助言や意見を採り入れて取り組みをすすめ
ておられる。
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愛媛県松山市千舟町6丁目1番地3　チフネビル501

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

所在地

評価機関名

基本情報リンク先

項　　目 　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印 項　　目 　　　　　取　り　組　み　の　成　果

　　↓該当する項目に○印

平成27年1月15日訪問調査日

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信
頼関係ができている
（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと
4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす
場面がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や
地域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに
4. ほとんどない 4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

運営推進会議を通して、地域住民や地元の
関係者とのつながりの拡がりや深まりがあ
り、事業所の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている
3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

59
利用者は、職員が支援することで生き生き
した表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66
職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむ
ね満足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

68
職員から見て、利用者の家族等はサービス
におおむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない
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サービス評価自己評価項目  
  (評価項目の構成) 【記入方法】

自己評価及び外部評価結果表

● 指定認知症対応型共同生活介護の場合は、共同生活住居（ユニット）ごとに、管理者が

　Ⅰ.理念に基づく運営

　Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

　Ⅲ.その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 　（注）　自己評価について、誤字脱字等の記載誤り以外、外部評価機関が記載内容等を
修

●　指定認知症対応型共同生活介護の場合は、共同生活住居（ ット）ごとに、管理者が
　　　 介護職員と協議のうえ記入してください。

　●　全ての各自己評価項目について、「実施状況」を記入してください。

　Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援   ※用語について

　　　　修正することはありません。

  ●家族等＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。
                   （他に「家族」に限定する項目がある）

  ●運営者＝事業所の具体的な経営・運営に関わる決定権を持つ、管理者より上位の
役職者（経営者と同義）

  ●職   員＝「職員」には、管理者および非常勤職員を含みます。

                 役職者（経営者と同義）。

  ●チーム＝一人の人を関係者が連携し、共通認識で取り組むという意味です。
                  関係者とは管理者・職員はもとより、家族、かかりつけ医、包括支援センターなど、
                  事業所以外で本人を支えている関係者を含みます。

事業所名　 グループホームエンゼルなかがわら

(ユニット名） あじさいユニット

ホ プ 職員みんなで自己評価!

記入者（管理者）

氏　名 山之内　眞智子

ホップ 職員みんなで自己評価!

ステップ 外部評価でブラッシュアップ!!

ジャンプ 評価の公表で取組み内容をＰＲ!!!

評価完了日 　Ｈ２6年　　12月　　　　20日
－サービス向上への３ステップ－
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グループホームエンゼルなかがわら(あじさい) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

家族や地域の方々との連携を深められるようホーム独自の
理念を掲げ、入居者の状態に合わせた援助を行っている。
理念を基にユニット会・全体職員会（月２回）等にて話し合い
を持ち、援助に努めている。

(外部評価)

開設時から「ひとりひとりが、その人らしく、いつも笑顔で楽し
く」と事業所理念を揚げている。昨年４月に管理者の交代が
あり、管理者は「できることを伸ばしていくことで、利用者と職
員が一緒になって喜べる雰囲気を作る」ことにより、理念を実
践していきたいと話しておられた。

(自己評価)

地区のお祭りや文化祭などの行事に参加したり、施設での
おもちつきに地域の方に案内し参加していただくなど、少し
ずつ地域とのつながりが増えていくように努めている。年1回
夜間想定の避難訓練には地域消防団が参加してくれてい
る。

(外部評価)

地域の中学校から総合学習の一環として、2～3ヶ月に一度、1時間
程度の訪問がある。ユニットごとに5～7名ほどの生徒が利用者と一
緒にゲームをしたり、歌を歌う等して交流してくれる。10月の秋祭り
では、獅子舞が事業所の敷地内に入ってくれ、利用者は外に出て
見物された。地区の文化祭に出かけた時には、展示物を見たり、バ
ザーでうどん等を食べる等して楽しまれて、区長の方には「また来
いや」と言っていただいた。近所から「ボイラーの音などがうるさい」
と苦情があったが、事業所で音を点検したところ、乾燥機の音が高
いことが判り「朝早く乾燥機を使用しない」ことを徹底して、近所に
説明をされた。その後、行事にも多くの方が参加しており、管理者
は「少しずつ地域と輪になってきている」と感じておられた。近所に
住む認知症の専門医の方は、利用者のことを気にかけてくれてお
り、時々立ち寄ってくれている。

(自己評価)

スタッフ会・運営推進会議などを通して地域の役員・町の担
当者と話し合い、交流が図れるような場を設けるよう話し合い
を進めているが、まだ実行には至っていない。「認知症キャラ
バン・メイト」の講習を受け地域での講習を開催することで地
域福祉の拠点となるよう計画している。

3

○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向
けて活かしている

Ⅰ.理念に基づく運営

1 1

○理念の共有と実践
地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有
して実践につなげている

2 2

○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に
交流している
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グループホームエンゼルなかがわら(あじさい) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

２ヶ月に一度開催している。事業所での取り組み・テーマに
ついて話し合いを実施し、各担当者・利用者・家族の要望、
意見を聞いている。また家族・担当者からの意見を職員間で
共有しサービスの向上に繋げていけるよう話し合い・実行し
ている。

(外部評価)

松前町では、事業所ごとに運営推進会議開催の日程が「何週目の
何曜日」と決まっている。事業所は、ご家族や地域の方との日程調
整に難しさを感じているが、電話や手紙等で積極的に呼びかけて
おり、ご家族は毎回1～2名の参加がある。区長の方が、会議参加
を近所の方へも呼びけてくれている。会議時には、ユニット毎に行
事等や現状報告を行い、その後テーマに沿って話し合い等されて
いる。

(自己評価)

月に１度介護相談員の方が２名来所し、１時間ほど利用者・
職員と交流を図っている。またグループホームの行事・施設
全体行事にも来所して頂き、普段の利用者の姿を見ていた
だけるよう努めている。

(外部評価)

運営推進会議時、地域包括支援センターの担当者より「会議に地
域の方を招き入れ、有意義なものにしてほしい」との意見があり、事
業所では、区長の方に積極的に働きかけ、参加していただくことに
つながっている。毎月介護相談員の訪問があり「午前中、体操等を
行ってからお茶の時間を作る」「居間に観葉植物を配置」「時には
併設デイサービスの行事に参加する」等、助言や意見を採り入れて
取り組みをすすめておられる。

(自己評価)

身体拘束は行っていない。身体拘束廃止マニュアルを作成
し、廃止委員会を月に１度開催し、職員の意識向上を施設
全体で取り組んでいる。

(外部評価)

「利用者が一人で１階に降りた」ことがあり、職員で対策を検
討したことがあった。職員からは、「各ユニットの扉に鍵をか
けてはどうか」との意見が出たようだが、管理者は「鍵をかけ
開かなくなると逆に不安になる」ことを職員に説明された。現
在は、扉を開けるとチャイムが鳴るようにしている。

5 4

○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んでい
る

6 5

○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定基準における
禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしない
ケアに取り組んでいる

4 3

○運営推進会議を活かした取組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し
合いを行い、そこでの意見をサービス向上に活
かしている
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グループホームエンゼルなかがわら(あじさい) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

スタッフ会・法人全体の会議等で虐待の有無についての報
告を行っている。松前町主催の高齢者虐待防止関連法につ
いての勉強会に参加し、制度への理解を深めるよう努めて
いる。

(自己評価)

ホーム内掲示板に資料や相談窓口を掲示しているが、入居
時等ご本人及び家族等に対する説明が十分に行えておら
ず、制度の活用推進ができているとは言えない。

(自己評価)

入所時には、重要事項説明を十分に行い、家族・利用者と
共に納得のいくまで話し合いを実施している。退所時には家
族・利用者・その他の関係者と十分に話し合いバック体制を
整え、介護添書の作成・援助計画書の添付などを行ってい
る。

(自己評価)

ホームエレベーター前に苦情受付箱を設置し、月に一度介
護相談員の方々に報告している。苦情が寄せられた場合は
マニュアルに沿って速やかに対応・回答を行う。法人全体と
しても要望・苦情解決委員会を開催し、頂いた要望・苦情が
反映できるようにしている。

(外部評価)

運営推進会議時、ご家族より「お世話になっているので言う
ことはない。助かってます」と言葉をあった際、主任職員は
「遠慮なく職員に言ってください。話し合いながらよい施設作
りをしたい」と話された。ご家族より、家族との外出予定時に
は、「すぐに出かけられるようにしておいてほしい」との要望
があり、職員間で徹底するよう申し合わされた。10月の家族
会時は、全員の方が参加された。ご家族には普段の利用者
の生活を見てもらったり、一緒に食事する時間を作られた。
毎月ユニット毎に発行するお便りは、行事の写真や職員の
異動、新しい利用者の紹介等を載せている。又、裏面を利
用して、利用者個別の写真にコメントを添え、表情等を見て
もらえるよう工夫されている。

7

○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止法等につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内
での虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8

○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の
必要性を関係者と話し合い、それらを活用でき
るよう支援している

9

○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明
を行い理解・納得を図っている

10 6

○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員
並びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運
営に反映させている
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グループホームエンゼルなかがわら(あじさい) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

法人側、かつ管理者との話し合いの場を持ち検討している。
自己申告書の活用・スタッフ会での要望・提案について書類
を提出後、職員との話し合い検討・実施している。

(外部評価)

お便りに載せる写真選びは、利用者個々の担当職員が行っ
ており、ご家族に喜んでもらえるよう、笑顔や明るい表情の写
真を選ぶようにしている。管理者は、職員に伝言や指導する
ことがある時には、必ず「１対１」で行い、ひとつひとつ教える
姿勢で対応されている。

(自己評価)

代表者はホームを訪問しては、職員に声掛けを実施し日々
の業務についての報告を聞いている。年２回の自己申告書
等により本人の希望・実積・個々の努力について把握してい
る。

(自己評価)

法人内外の研修に参加する機会を設け、職員を段階に応じ
て資格が確保できるよう援助し、個々のスキルアップに繋げ
ている。

(自己評価)

市町村の開催する研修にできる限り参加している。管理者は
「グループホーム管理者交流会」などに参加し、他グループ
ホーム管理者との交流を図っている。職員はグループホーム
相互研修に申込み、職員の派遣・受け入れについて話し合
いを進め実施している。

(自己評価)

入所申込時、家庭への訪問を行い、本人とゆっくり話す機会
を設けている。体験入所などを実施し、会話や行動より悩
み・不安などをくみ取る。

11 7
○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見
や提案を聞く機会を設け、反映させている

12

○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、
勤務状況を把握し、給与水準、労働時間、やり
がいなど、各自が向上心を持って働けるよう職
場環境・条件の整備に努めている

13

○職員を育てる取組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていくこと
を進めている

14

○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する
機会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互
訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上さ
せていく取組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15

○初期に築く本人との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくりに
努めている

特定非営利活動法人JMACS



グループホームエンゼルなかがわら(あじさい) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

家庭への訪問・事業所への訪問時家族が困っていること・求
めていることを聞き出し、受け入れられるよう対策を検討して
いる。

(自己評価)

相談時、本人・家族に最も必要なことを見極め、事業所全
体・他業種の方々の意見を仰ぎ、幅広い視野から対応を検
討していくよう努めている。

(自己評価)

料理作りを一緒にしたり、行事の作法等についての助言を
頂いたりすることで喜怒哀楽を共にしている。利用者に温か
く接し、学んだり支えあったりしている。

(自己評価)

利用者の暮らしや生き方を理解・尊重することで、家族と情
報を共有し、信頼関係を築いていく。行事等には職員と一緒
に参加して頂き、喜怒哀楽を共にし、家族と一緒に利用者を
支えていくようにしている。年に一度家族交流会を開催し、
家族・職員・利用者の関係を築いている。

(自己評価)

家族との繋がりを大切にし交流する機会を多く持つようにし
ている。馴染みの方々との連絡・交流が切れないように通
信・手紙などを活用している。

(外部評価)

石手寺をお参りする習慣のある方は、毎月のようにご家族が
来られて一緒に参拝に行かれている。以前から通い慣れた
美容室にご家族と行かれる方もある。さらに、事業所でも利
用者がこれまで馴染んでいた場や人とのつながりを探り、つ
ないでいくような支援にも工夫されてはどうだろうか。

16

○初期に築く家族等との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾け
ながら、関係づくりに努めている

17

○初期対応の見極めと支援
サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る

18

○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におか
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

19

○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におか
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

20 8

○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る
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グループホームエンゼルなかがわら(あじさい) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

利用者同士で話し合えるような話題を提供したり、料理や行
事への参加を促している。常に見守りを行い、トラブルになり
そうな場合は、職員が間に入り孤立しないよう配慮している。

(自己評価)

同施設の他事業所を利用される方には、定期的に訪問し、
親しい関係を維持できるよう努めている。他施設・家庭に戻
られる方には家族・利用者が孤立せず、様々なサービスが
受けられるよう情報の提供を行っている。

(自己評価)

利用者の障害が進むにつれて変化があり、本人の意向が把
握出来難いこともある。職員が利用者と深く係わることで、利
用者の意向をくみ取れるように努めている。また家族交流会
で利用者の状態を説明し、家族・利用者の意向を話し合う機
会を設けている。

(外部評価)

ご家族には、来訪時や家族会時に利用者のことを聞くように
している。利用者の葬儀時、ご家族から利用者ご本人の生
活歴等を聞くことがあり、これまでに知らなかったような情報
もあったようだ。

利用者の重度化に伴い、利用者の意向の把握が難しい現
状でもあることを踏まえて、日々の経過記録の書き方等を工
夫して、ご本人の思いや暮らし方の希望等を探っていかれ
てはどうだろうか。

(自己評価)

入所時や家族面会時・職員との談話の中で、生活歴・馴染
みの暮らし方について話を伺っている。また現状調査をファ
イルにすることで職員全員が把握でき、いつでも閲覧できる
ようにしている。

(自己評価)

一人ひとりの利用者と関わる中で、生活リズム・心身状態の
把握・「出来ること、出来そうなこと」の把握に努め、職員全員
が情報を共有するよう連絡ノートの活用、スタッフ会での話し
合いを進めている。

○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

22

○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・
家族の経過をフォローし、相談や支援に努めて
いる

9

○思いや意向の把握
一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23

21

24

○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

25
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グループホームエンゼルなかがわら(あじさい) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

利用者及び家族と話し合い、要望・希望を取り入れながら、
介護計画を作成している。月に1度のスタッフ会で利用者一
人ひとりの課題やケアの在り方について、意見を出し合いな
がらカンファレンスを行い、内容の共有を図っている。

(外部評価)

介護計画の作成やモニタリングは、利用者個々の担当職員
を決めて行っているユニットと、計画作成担当者がすべて
行っているユニットがある。モニタリングは、月に一度実施す
るようになっているが、数ヶ月滞っている現状も見られる。
又、介護計画が、現状に即していないような状況も見られ
る。

利用者個々の現状に即した支援が実践できるように、介護
計画作成の一連の仕組みについて再考されてはどうだろう
か。チームで利用者の暮らしを支えていけるような仕組みを
作っていかれてほしい。

(自己評価)

個別にファイルを作成し、日中は黒、夜間帯は赤で記録し誰
が見ても分かりやすいように日々の現状を記録している。ま
た連絡ノートを活用したり、口頭での申し送りを徹底し情報
伝達が確実に行えるようにしている。介護計画については、
毎月1回のスタッフ会にて確認・評価を行っている。

(自己評価)

2ヶ月に1度開催している運営推進会議に参加していただい
ている。地域包括支援センターの職員に意見を伺ったりして
いるが、まだ実際に他のサービスを利用するには至っていな
い。

(自己評価)

毎月介護相談員の来所・消防訓練等を実施している。また
学生やその他ボランティア等の受け入れ、近隣の幼稚園・
小、中学校などとの交流を行うことで広がりのある生活が出
来るよう計画している。現在北伊予中学３年生との交流が図
られている。

28

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る

26 10

○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している

27

○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている

29

○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援している
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グループホームエンゼルなかがわら(あじさい) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

入所時に入居者・家族等の希望を聞いている。契約してい
るかかりつけ医院と電話やメールで相談が出来るようになっ
ている。また必要時には往診も可能である。

(外部評価)

入居時には、２ヶ所ある協力医療機関について説明して、利
用者の状態に応じて診てもらえるよう支援されている。

(自己評価)

常勤の看護職員２名と連携を取りながら利用者の健康状態
について支援している。夜間の急変についても２名の看護
職員が対応している。

(自己評価)

入院時にはこまめに病院（担当医）や家族と連絡を取り、早
期退院のための話し合いや協力を行っている。利用者が安
心して病院で過ごせるよう頻回にお見舞いに伺い、精神的
安静が図れるよう努めている。

(自己評価)

利用者の今後の重度化・終末期の在り方について、家族・
利用者の意向をお聞きし文書にて確認した。かかりつけ医と
も話し合いを行い、グループホームとしての指針を決定し
た。
マニュアルも作成し職員の情報共有に努めている。

(外部評価)

事業所では、入居時に、できる限り看取り支援を行うことをご家族に
説明しており、現在、すべてのご家族が「最期までここで」と希望さ
れている。昨年事業所で看取りを支援した事例がある。利用者は、
居室のベッドで過ごされていたが、ある時、ご自分でベッドから下り
て居間まで這って来られたようなことがあった。職員で話し合い、
マットを用意して居間で過ごせるように支援して、ご本人も安心をさ
れたようだ。亡くなった後、ご家族からは「皆で看てもらった。あんな
にありがたかったことはない」と感謝の言葉をいただいた。

30 11

○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援し
ている

31

○看護職との協働
介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師
等に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受
診や看護を受けられるように支援している

32

○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるように、病
院関係者との情報交換や相談に努めている。ま
たは、そうした場合に備えて病院関係者との関
係づくりを行っている

33 12

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる
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グループホームエンゼルなかがわら(あじさい) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

消防署の救命救急講習を母体施設と共に職場内研修にて
実施している。勉強会も不定期ではあるが職員会で実施し
ている。

(自己評価)

法人として半年に１度消防署による日中・夜間を想定した避難訓練
を実施している。（Ｈ２６年１1月２９日伊予消防署・地域の消防団の
方々を迎え、夜間想定の訓練を実施済）地域の消防団との協力が
得られた。今後は地域との連携を図り、施設が災害時の地域の拠
点となる様話し合いを進めていく。
独自の災害マニュアルを作成している。

(外部評価)

11月に夜間の火災想定による避難訓練が実施され、職員が利用
者を避難させる様子を、消防署や消防団の方に見学していただい
た。全員避難するまで、15分程度かかったことから見学者から「そ
んなに時間がかかったら、誰かが丸焼けになる」との声があり、次の
訓練は、消防団と一緒に避難誘導を行うことになった。火災発生時
は、消防団の詰所に連絡をして「まず火元から遠ざかり安全な場所
に行く」ことを職員間で申し合わされた。職員の連絡網は「家の近
い順」からになっている。

(自己評価)

個々の人格を尊重・威厳が守れるように配慮し、温かくゆっく
りとした口調で声掛けするようにしている。居室に入る際には
必ずノックを行い、本人の了解を得てから入室するようにして
いる。記録に関しては個人名を記載したりせず、プライバ
シーに配慮している。

(外部評価)

職員は「自分の親だったらこうしたい。こうしてほしい」ということを考
えて、利用者と接することを心がけており、車いすを使用する利用
者には、目線の高さを合わせて声かけしてから体にふれたり、移乗
するように気を付けている。誕生日はケーキを買って、ご家族を招
待し、歌を歌う等してお祝いできるよう計画されている。

(自己評価)

日常生活において自己決定を尊重しており、本人の希望や意見を
取り入れている。声掛けも決めつけるようなことをせず、利用者に納
得・決定していただくようにしている。障害が進むにつれ、入居者自
身が選ぶことが日常的に少なくなっている方もおられる。

34

○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての
職員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に
行い、実践力を身に付けている

35 13

○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わ
ず利用者が避難できる方法を全職員が身につ
けるとともに、地域との協力体制を築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14
○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保
一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている

37
○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている
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グループホームエンゼルなかがわら(あじさい) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

Ⅰケ月の行事・1日の大まかな日課は決まっているが、毎朝
の健康状態を把握したり、本人の希望を聞くことで外出など
を適宜行えるような体制をとっている。職員体制・本人の希
望があれば近くの商店へ買い物に行くこともある。

(自己評価)

家族と相談し定期的に美容院を利用している。毎朝モーニ
ングケアを実施し、清潔保持に努めている。衣類は本人と一
緒に確認しながら選び、季節に応じた身だしなみ・おしゃれ
ができるようにしている。

(自己評価)

入居者とともに買い物・献立作成・調理を出来る限り行って
いる。入居者・家族の意見を参考にし、好物の料理・誕生日
料理・季節の行事食等の調理を行っている。会話や音楽を
取り入れ楽しい時間を過ごしていただいている。

(外部評価)

現在、月～金曜日はシルバー人材派遣センターの方が昼
食の副菜を２品ほど作ってくれており、後は、ユニットで献立
を手分けして全利用者分作り、分けるようにしている。調査訪
問時は、ソース味と塩味の焼きそばを各ユニットで作り、それ
ぞれの味を利用者は楽しまれていた。「どっちも好き」「ソー
スの方が美味しい」等、利用者は好みの味付け等について
職員と話しておられた。血圧の高い方も複数あるため、減塩
の調味料を使用している。

(自己評価)

個々の好みや食事量を把握し、食事摂取量・水分摂取量の
チェック表を活用ながらし十分な栄養・水分がとれるよう配慮
している。その日の健康状態・摂取状況に応じて食事形態
などを工夫し支援している。

(自己評価)

毎食後口腔ケアを行い見守り・介助している。就寝時には義
歯の洗浄を行っている。

38

○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよ
うに過ごしたいか、希望にそって支援している

39
○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している

40 15

○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に
準備や食事、片付けをしている

41

○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣
に応じた支援をしている

42

○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている
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グループホームエンゼルなかがわら(あじさい) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

排泄チェック表を作成し、一人ひとりの排泄リズムを把握し活
用している。他利用者に配慮ししながら声掛け・トイレ誘導を
行い、排泄の失敗がないようにしている。

(外部評価)

男性は、排尿時、男性便器で排尿できるよう支援されてい
る。現在、利用者全員が紙パンツ使用ではあるが、2～3時
間ごとに声をかけてトイレで排泄できるような支援に努めてお
られる。入居時にはトイレでの排泄が難しかった方も、居室
にポータブルトイレを設置して支援したり、又、トイレにも誘導
を繰り返して支援されている。簡易机を設置して立ち上がり
やすいように整備されていた。又、トイレでいる時間が長くな
る場合もあるため、便座に背もたれを付けたり、暖房や音楽
等を付ける等して工夫されている。

(自己評価)

排泄チェック表で排便を確認している。排便がない場合は水
分摂取・ヨーグルトや繊維質の多い食べ物の摂取・散歩など
の適宜な運動、個々に合った下剤などを主治医と相談しな
がら排便コントロールを行っている。

(自己評価)

毎日お湯を沸かし、健康状態に異常のない方は入浴できる
ようにしている。マンツーマン入浴を行い、入浴剤の使用や
季節浴（ゆず・菖蒲など）を行っている。夜間入浴を希望され
るかたがおられるため、職員の勤務時間体制を整え、対応し
ている。

(外部評価)

３日に一度入浴できるように支援されている。浴槽のふち
は、やや高めではあるが、介護用品を使用したり、職員の介
助で利用者全員が浴槽で温まれるよう支援されている。希望
があればいつでも入浴可能にしており、現在は、午前中や
夕方の入浴希望にも応じている。

(自己評価)

入居者全員ほぼ良眠している。夜間眠れない方には日中居
室で休息していただいたり、その方に合わせた生活時間（食
事・入浴）を過ごしていただいている。

43 16

○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイ
レでの排泄や排泄の自立にむけた支援を行っ
ている

44

○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の
工夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防
に取り組んでいる

45 17

○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を
決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援を
している

46

○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している
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グループホームエンゼルなかがわら(あじさい) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

服薬表を作成し、ファイルすることで職員全員が把握できる
ようにしている。服薬時には本人確認・薬の裏の名前確認を
行い、誤飲がないようにしている。薬はスタッフルームにて保
管・管理している。利用者の症状の変化については、かかり
つけ医の支持を仰ぎ、服薬支援を行っている。

(自己評価)

家族・ご本人より趣味・生活歴などを聞き、楽しみごと、気晴
らしができるよう個別に支援している。料理や花、野菜の栽
培・水やりなど一人ひとりに役割を持っていただき、張り合い
のある日々を送れるよう支援している。

(自己評価)

体調・天候を考慮しながら園庭、近隣への散歩を実施してい
る。買い物の同行など個々の希望に応じた外出を行ってい
る。日常の会話の中で個々の希望を聞き出し、ドライブや外
食など要望に応じた計画・実施ができている。

(外部評価)

近隣の散歩や買い物、ドライブ等に出かけられている。1月
の初詣には全員で出かけられた。気候のよい時期は、季節
の花を見に、ウエルピア伊予やひょこたん池、谷上山等に出
かけている。敷地内にある畑の様子を見に行くこともある。

利用者個々の外出の希望や思い出の場所等を探りながら、
出かけるきっかけにしてはどうだろうか。ご家族等とも話し合
いながら、一緒に支援を工夫されてみてほしい。又、地域の
中にも積極的に出かけていき、利用者の馴染の場所や人と
のつながりを拡げていかれてほしい。

(自己評価)

施設の方針として預り金等の現金を扱わないようにしてい
る。家族の同意のもと小銭入れに少量の現金を持たれたり、
買い物時や商品納入時にお釣りの計算をしていただいたり
してお金の大切さを理解していただいている。

(自己評価)

電話や手紙の返事などは援助を最低限に抑えて出来る限り
本人に行って頂くようにしている。はがきや封書など必要物
品は利用者とともに用意するよう配慮している。

47

○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

48

○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 18

○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段は
行けないような場所でも、本人の希望を把握し、
家族や地域の人々と協力しながら出かけられる
ように支援している

50

○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金
を所持したり使えるように支援している

51
○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている
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グループホームエンゼルなかがわら(あじさい) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

入居者が集まるホール、廊下にソファーを用意し、好きなとこ
ろでテレビを見たり話ができるように配置している。冷暖房等
の温度調整・カーテンの開閉による日差しの調整を行ってい
る。季節行事にかかわる作品を展示したりして生活感・季節
感を取り入れている。トイレ等の混乱を招かないよう様々な言
葉での表記を行っている。

(外部評価)

建物の２階フロアに２ユニットある造りで、２ヶ所ある天窓から自然光
が入り明るい。居間には３つのテーブルが配置され、又、テレビの
周りには高さの違うソファーが配置されている。広い造りで押し車を
使用して移動する方もある。ベランダで洗たく物が干せるようになっ
ており、田畑の風景が眺められる。対面式の台所で、食事を作る音
や匂いが近くで感じられる。日本人形やフランス人形が飾られてお
り、利用者の習字の作品を掲示してあった。調査訪問時、お気に
入りのぬいぐるみを抱いて、うとうとする利用者の様子が見られた。

(自己評価)

ホール内・廊下にソファー・丸テーブルを配置し、利用者同
士・家族との談話が持てる居場所を確保している。

(自己評価)

使い慣れた生活用品を自由に持ち込んで頂き家庭的な雰
囲気作りを心掛けている。また写真や趣味の物を飾ることで
心地よく過ごしていただけるよう援助している。

(外部評価)

居室にはベッドが備え付けられており、他は利用者個々に
使い慣れたタンスや鏡台、お人形、ぬいぐるみ、写真等を
持って来られている。掃除や観葉植物の世話は、ご家族や
職員が行っている。

(自己評価)

一人ひとりの生活歴を把握し、利用者ができること・得意なこ
とを行って頂き、自信を高めるよう努めている。トイレ・お風呂
など明確に掲示し、混乱を招かないよう配慮している。ベラン
ダ・他事業所への入り口を開閉し自由に出入りできるようにし
たり、手すり・安全な家具の配置を検討したリして自立した生
活が送れるよう工夫している。

52 19

○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱を
まねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）が
ないように配慮し、生活感や季節感を採り入れ
て、居心地よく過ごせるような工夫をしている

55

○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかる
こと」を活かして、安全かつできるだけ自立した
生活が送れるように工夫している

53

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 20

○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫を
している

特定非営利活動法人JMACS


	1公開0115エンゼルなかがわら(あじさい)
	2公開0115エンゼルなかがわら(あじさい)
	3公開0115エンゼルなかがわら(あじさい).pdf

